大坂南本町四街目銅版製造所
森琴石様　　　同姓鍬蔵

親展御座候

西京扇玉丁

第四月十一日　午後五時

当日午後四時過貴翰

拝見

当日午後四時過貴翰到

（啓・慰カ）

来於えい様事御□中

（搆カ/ 介護？）

段々御□護ノ處終に

無御本復御臨終ノ由一同
驚入候実々お昇ヤンノ御参

被申候處見に不忍御愁傷

奉推察早速ニ下坂ノ心得ニ

御座候處段々手ノ入候用向有

之即刻不得伺此段宜

（照カ）

御□志可被下候漸次於貴君
ママ

御心便ひ御自愛可被遊候

貴外拝借御悔奉申上候

其段乍略義以書中

御断奉申上尚別封御佛

前ヘ御香ニ換御備可被下候
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時間ニテ郵便ニテ

差支後便ニ御備え

可仕候

四月十一日五時　　鍬蔵

この

琴石尊兄

二白

既に一昨夜愚妻とおえい様は

病躰ニテ語合い随分大事ニ

ナサレと何れと申事なり別れの

（共共カ）

夢見御座候処昨夜親□□仲より
之手紙ニテ下拙不在中参拙者

申居候處安外斯尊君ノ暦書

驚愕申唱悔居申候
